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山武市はスリランカのホストタウン、キャンプ地です。
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行政からの
お知らせ

information

美
し
い
海
を
次
世
代
へ

市
で
は
、
美
し
い
九
十
九
里
浜
を
次

世
代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、
世
界

の
ビ
ー
チ
共
通
の「
安
心
の
し
る
し
」

と
さ
れ
る
国
際
環
境
認
証「
ブ
ル
ー
フ

ラ
ッ
グ
認
証
」の
取
得
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

そ
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
、
本
須

賀
海
水
浴
場
が
、
鎌
倉
の
由
比
ヶ
浜
、

福
井
県
高
浜
町
の
若
狭
和
田
ビ
ー
チ
に

次
ぐ
全
国
で
３
番
目
、
千
葉
県
で
初
め

て
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

レ
ジ
ャ
ー
の
多
様
化
お
よ
び
震
災
の
影

響
等
に
よ
り
海

水
浴
場
利
用
者

数
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
気
候
変

動
に
よ
る
自
然

変
化
、海
岸
浸

食
、海
岸
漂
着

物
の
問
題
等
、

日
本
の
海
岸

を
取
り
巻
く
環
境
も
変
化
し
て
い
ま

す
。ブ

ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
地
域
の
人
々
や
観
光
・
海
水
浴

場
関
係
者
と
つ
な
が
り
連
携
す
る
こ
と

で
、
美
し
い
九
十
九
里
浜
を
維
持
し
、

地
元
の
海
を
愛
し
、
誇
り
を
持
ち
続
け

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

誰もが安心して
楽しめる安全な海

－本須賀海水浴場が千葉県初となる
� 『ブルーフラッグ認証』を取得－

■ブルーフラッグとは…
世界45カ国、約4500カ所のビーチ・マリーナで取得さ
れている国際環境認証です。認定されるためには、次の４
分野33項目の厳しい認証基準を満たし国際NGO「FEE

（環境教育基金）」の審査に毎年合格する必要があります。
①環境教育と情報（６項目）
②水質（５項目）
③環境マネジメント（15項目）
④安全性・サービス（７項目）
詳しくは:FEE Japan
Hhttp://www.feejapan.org/

さんむの海を盛り上げよう
　本須賀の美しい海のことを広く知ってもらい、地域を皆で盛り上げたいという想いから各種取り組
みを行います。

環境教育セミナー『ブルーフラッグや海の環境について皆で学ぼう！』
①座学
　日�　時　７月６日㈯ 午前10時～午後３時30分

（受付９時30分～）
　場　所　成東文化会館のぎくプラザ２階第１会議室
　対�象・定員　環境に興味のある方
　　（小学生以下は要保護者同伴）、40人
　内�　容　ブルーフラッグとは？、ブルーフラッグ

と環境教育の関連性、事例紹介

②現地活動
　日�　時　７月７日㈰　午前９時～正午
　　（受付８時30分～）
　場　所　本須賀海岸
　対象・定員　市内小学生以上の親子25組
　内�　容　ビーチクリーン（海岸清掃）、海の生態

系調査

※参加希望の方は、事前にお申し込みください(申し込みの際は、住所・氏名・電話番号をお伝えください)。定員に達した場
合は、市内在住者優先です。
　7月7日㈰は、本須賀波乗り倶楽部が毎月第1日曜日に行うビーチクリーンの開催日です。どなたでも参加できます。
S���・T　わがまち活性課　☎0475（80）1202
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　中村氏は、昭和28年９月、東金町立
豊成中学校において初めて教壇に立
ち、芝山町立東小学校教頭、横芝町立
大総小学校長などを歴任。平成３年３
月に定年退職されるまで教育一筋にご
活躍されました。
　また、平成５年６月から、成東町教
育委員会教育長に任命され、平成９年
６月まで地方教育行政の発展に尽力さ
れました。このたび88歳を迎えられ、
高齢者叙勲として瑞宝双光章を受章さ
れました。

高齢者叙勲　

瑞宝双光章

中
なか

村
む ら

　克
かつ

己
み

　氏（富田）

山武市議会議員一般選挙の投開票結果
山武市議会議員一般選挙が４月 21 日㈰に執行されました。開票結

果につきましては、次のとおりです。
開票結果（定数20人）

※開票結果の候補者別の得票数の中に小数点以下の数字が記載されて
いる場合があります。

これは按分という仕組みによって生じるもので、候補者の中に同一の
氏名、氏または名の候補者が2人以上いる場合で、投票用紙にその氏名、
氏または名のみを記載した投票（按分票）があったとき、それぞれの候
補者の得票数の割合に応じて分けるため、得票数に小数点以下の端数
が生じることがあります。

災害時相互応援協定を
� 締結しました

４月 11 日、茨城県常総市と災害時
相互応援協定を締結しました。

同時に被災する可能性の低い常総
市と協定を結び、災害が発生した場
合、食料や飲料水などの救援物資、医
療・消防資機材、職員等の派遣など
の相互支援を行います。

得票
順位 氏　名 党　派 新現

元別 得票数（票）

1 市川　ようこ 公 明 党 現 1672
2 小川　かずま 無 所 属 元 1537.469
3 はせべ　竜作 公 明 党 現 1344
4 北田　まもる 無 所 属 元 1330
5 ふかざわ　まこと 公 明 党 新 1197
6 のせ　秋吉 無 所 属 現 1099
7 戸村　かつとし 無 所 属 新 1091
8 桜田　もとすけ 無 所 属 現 1006
9 並木　みきお 日本共産党 現 986
10 大塚　しげのり 無 所 属 現 972
11 ししくら　弘康 無 所 属 現 949
12 石川　和久 無 所 属 現 922
13 斎藤　まさひで 無 所 属 新 861
14 かとう　忠勝 無 所 属 現 848
15 大川　よしお 無 所 属 現 836
16 はぎわら　善和 無 所 属 現 828.634
17 小川　よしろう 無 所 属 現 810.355
18 たかちお　正義 無 所 属 現 752
19 玉置　みつえ 無 所 属 新 690
20 八角　こうじ 無 所 属 現 659
21 和田　よしはる 無 所 属 現 638
22 石井　ひろゆき 無 所 属 新 604
23 林　よしかず 無 所 属 現 476.365
24 小川　豊 無 所 属 新 469.364
25 石橋　まさみ 無 所 属 新 423
26 せいみや　央行 無 所 属 元 344
27 すずき　勢市 幸福実現党 新 321.526
28 鈴木　まさや 無 所 属 新 310.473
29 小川　ゆうぞう 無 所 属 新 278.81
有効投票数　24256票　　無効投票数　322票

投票結果（区域別集計）� 市全体投票率　55.60％
区　域 当日有権者数

（人） 投票者数（人） 投票率
（％）

成東区域（第１～11投票区） 18657 10314 55.28
山武区域（第12～20投票区） 14237 7087 49.78
蓮沼区域（第21～24投票区） 3338 2223 66.60
松尾区域（第25～28投票区） 7972 4954 62.14

T　選挙管理委員会事務局
　☎0475（80）1261
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区長自治会長さんを紹介橋渡し役 （敬称略）
区長会連合会役員
　◎会長　　○副会長　　□監事　　■会計　　△理事 T　市民課　☎0475（80）1271


